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補 正 予 算 の 主 な 内 容

・人件費（一般職員の自主削減によるもの） 8,089千円減額
・嘱託職員（保健師）報酬 2,216千円追加
・Ｂ＆Ｇプール修繕料 889千円増額
・各種鑑賞事業委託料 589千円減額
・町道昭和長島線道路単独災害復旧工事 2,058千円追加
・地上デジタル放送難視聴地区事前調査費補助金 578千円追加

平成20年度補正予算 一般会計　112万円を追加し
総　　額　32億4,735万円となった

平
成
二
十
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
九
日
開
会
さ
れ
、
町
長
提
出
の
予
算

六
件
、
条
例
改
正
四
件
、
人
事
二
件
、
そ
の
他
二
件
、
議
員
提
出
の
推
薦
一
件
の

議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
た
。

ま
た
、
医
療
対
策
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
「
苫
前
・
古
丹
別
両
地
区

に
お
け
る
医
療
機
関
の
確
保
及
び
介
護
老
人
福
祉
施
設
へ
の
転
換
促
進
に
つ
い

て
」
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
報
告
の
と
お
り
採
択
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

林
　
議
員

枠
配
分
内
で
の
予
算
化
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
町
民
の
血
税
を
余
分
に
置
い
て
お
く
こ

と
に
な
っ
て
い
な
い
か
？
必
要
で
あ
れ
ば
補

正
予
算
で
対
処
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

伊
藤
社
会
教
育
課
長

近
年
、
各
施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
い
想
定

外
の
修
繕
が
出
て
い
る
。
町
民
の
皆
様
に
は
、

い
つ
で
も
利
用
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
た
い

こ
と
か
ら
予
算
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

阿
部
議
員

公
民
館
の
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
分
析
手
数
料
に

つ
い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
検
査
調
査
の
際
に

何
か
計
画
的
な
も
の
を
持
っ
て
対
応
し
て
い

る
の
か
？

伊
藤
社
会
教
育
課
長

公
民
館
ス
テ
ー
ジ
下
の
部
分
で
あ
り
、
平

成
十
七
年
文
部
科
学
省
の
指
示
に
よ
り
ア
ス

ベ
ス
ト
の
調
査
分
析
を
し
た
結
果
、
含
有
量

な
し
の
結
果
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
法
改

正
に
よ
り
分
析
範
囲
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ

る
手
数
料
の
計
上
で
あ
る
。

阿
部
議
員

そ
の
他
、
町
内
施
設
に
お
い
て
再
調
査
が

必
要
と
な
る
の
か
？

山
田
総
務
財
政
課
長

今
の
段
階
で
は
私
が
承
知
し
て
い
る
施
設

は
あ
り
ま
せ
ん
。

質

林
　
議
員

Ｂ
＆
Ｇ
の
修
繕
に
八
十
八
万
九
千
円
の
補

正
を
す
る
が
、
当
初
予
算
で
体
育
施
設
の
修

繕
料
と
し
て
約
六
十
数
万
円
は
、
不
測
の
事

態
に
備
え
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
予
算
編
成
は
ど
う
な
の
か
。

伊
藤
社
会
教
育
課
長

当
初
、
突
発
的
な
事
態
に
備
え
て
予
算
を

組
み
ま
し
た
。
各
施
設
が
老
朽
化
し
て
お
り

修
繕
費
と
し
て
備
え
た
も
の
で
あ
り
、
六
十

六
十
七
千
円
は
枠
配
分
の
上
限
額
内
と
し
て

予
算
化
し
ま
し
た
。

答 質

答答答

第２回定例会第２回定例会平成２０年

質

疑

内

容

議

案

の

主

な

内

容

・
専
決
処
分
の
報
告
と
承
認

苫
前
町
町
税
条
例
の
一
部
改
正

・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

・
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

・
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と
り
親
家
庭

等
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
　
一
、
四
〇
五
万
九
千
円
減
額

予
算
総
額

五
億
八
、
六
八
五
万
二
千
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
　
　
　
三
五
三
万
七
千
円
増
額

予
算
総
額

三
億
八
、
一
三
四
万
七
千
円

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
　
　
　
　
二
九
万
三
千
円
減
額

予
算
総
額

一
億
六
、
五
一
〇
万
〇
千
円

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
　
　
　
　
一
六
万
五
千
円
減
額

予
算
総
額

二
億
六
、
八
七
三
万
二
千
円

・
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
　
　
　
　
二
四
万
二
千
円
増
額

予
算
総
額
　
　
七
、
二
五
三
万
五
千
円

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
古
丹
別
第

一
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
（
第

一
期
）

契
約
の
相
手
方
　
橋
場
産
業
・
萌
州
・

千
葉
経
常
建
設
共
同
企
業
体

・
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

齋
　
藤
　
浩
　
正
　
氏
（
再
任
）

・
副
町
長
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

竹
　
内
　
　
　
勝
　
氏

・
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

大
矢
根
　
正
　
春
　
氏

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に

つ
い
て伊

　
藤
　
通
　
康
　
氏

第
三
回

臨

時

会
平成20年
６月26日
開　催
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一
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置

義
務
化
に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て
広

報
紙
へ
の
掲
載
な
ど
引
き
続
き
、
住

民
周
知
に
努
め
て
参
り
た
い
。

二
、
消
防
署
と
の
役
割
分
担
に
つ
い

て
は
、
設
置
義
務
化
に
便
乗
し
た
悪

質
な
ト
ラ
ブ
ル
発
生
な
ど
の
被
害
防

止
に
つ
い
て
も
消
防
署
や
町
消
費
者

協
会
と
連
携
し
た
対
策
を
講
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
、
設
置
状
況
及
び
進
捗
状
況
の
確

認
に
つ
い
て
は
、
町
内
千
六
百
三
十

世
帯
の
う
ち
、
千
十
七
世
帯
に
つ
い

て
確
認
し
た
結
果
、
設
置
済
み
は
二

百
九
十
二
世
帯
、
28
・
７
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
町
有
施
設
（
町
営
住
宅
百
四

十
七
戸
、
教
員
住
宅
三
十
六
戸
）
に
つ

い
て
、
本
年
度
中
に
設
置
が
完
了
す
る

予
定
で
あ
る
。
火
災
を
始
め
災
害
の
未

然
防
止
や
被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
た

め
に
は
、
町
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域

主
導
に
よ
る
消
防
防
災
体
制
の
整
備
と

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
お
り
、
引
き
続
き
町
民
へ
の
情
報

提
供
を
推
進
し
、
防
災
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
消
防
組
合
や
関
係
機
関
と
の

連
携
協
力
の
も
と
、
消
防
防
災
体
制
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
町
民
の
安
全
確
保

や
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に

努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。現

在
、
日
本
で
は
近
年
、
類
を
み

な
い
ほ
ど
油
類
が
高
騰
し
、
住
民
生

活
に
も
か
な
り
の
支
障
が
出
て
き
て

い
る
が
、
町
と
契
約
締
結
を
し
て
い

る
指
定
管
理
者
等
の
委
託
料
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

一
、
指
定
管
理
者
等
へ
の
燃
料
費
の

赤
字
分
を
補
填
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
？

二
、
職
員
の
通
勤
手
当
の
見
直
す
予

定
は
あ
る
の
か
？

一
、
物
価
変
動
に
伴
う
経
費
増
は
指

定
管
理
者
が
負
担
す
る
と
い
う
の
が

町
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え
で
あ
る

が
、
原
油
高
騰
に
伴
い
経
営
状
況
悪

化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
地
域
経

済
の
低
迷
を
危
惧
し
て
お
り
、
町
民

に
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
適
切
か
つ

慎
重
に
対
応
し
た
い
。

二
、
通
勤
の
た
め
交
通
機
関
を
利
用

す
る
職
員
に
つ
い
て
は
運
賃
相
当
額

を
支
給
し
て
い
る
が
、
現
行
支
給
基

準
を
超
え
る
場
合
、
所
得
税
法
基
本

通
達
に
定
め
る
非
課
税
限
度
額
を
超

え
る
可
能
性
も
あ
り
、「
情
勢
適
応
の

原
則
」
に
基
づ
い
た
職
員
給
与
制
度

の
適
正
な
実
施
を
確
保
し
て
い
き
た

い
。

併
に
要
す
る
時
間
的
な
も
の
は
、
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
寸
前
と
な
っ
た
。
こ

の
ま
ま
合
併
議
論
に
お
い
て
も
、
何

も
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
く
て
済

む
の
か
と
疑
問
が
沸
く
。

一
、
合
併
か
特
例
町
村
制
度
を
見
据

え
て
進
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

二
、
先
ん
じ
て
、
合
併
議
論
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
ね
ば
法
期
限
内
で

の
合
併
は
無
理
。
そ
の
後
の
町
の
行

方
を
見
据
え
、
今
か
ら
着
実
に
理
念

を
掲
げ
計
画
的
な
行
政
運
営
、
ま
ち

づ
く
り
を
望
む
が
。

一
、
自
民
党
道
州
制
推
進
本
部
の
ま

と
め
か
ら
道
州
制
導
入
と
リ
ン
ク
し

た
市
町
村
合
併
の
強
力
な
推
進
・
再

編
、
編
入
合
併
の
強
制
が
危
惧
さ
れ

る
。
第
27
次
地
方
制
度
調
査
会
の
答

申
の
中
で
も
、
小
規
模
市
町
村
は
少

子
高
齢
化
等
の
課
題
か
ら
、
行
政
基

盤
を
維
持
で
き
な
い
状
態
に
陥
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
と
も
言
及
さ
れ
て

い
る
。

合
併
を
推
進
す
る
道
州
制
の
導
入

が
「
窓
口
町
村
制
」
を
助
長
さ
せ
て
い

く
も
の
で
、
町
村
切
捨
て
の
道
州
制

を
な
ぜ
推
進
す
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

二
、
前
回
協
議
の
破
談
に
よ
り
議
論

が
し
に
く
い
。
し
か
し
、
今
後
の
小

規
模
自
治
体
の
あ
り
方
や
本
町
の
自

治
の
姿
の
将
来
展
望
を
見
極
め
て
、

進
む
べ
き
方
向
性
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
地
方
財
政
も
極

合
併
新
法
期
限
ま
で
残
り
一
年
半

余
り
と
な
っ
て
い
る
区
切
り
の
中
で
、

今
、
こ
の
法
期
限
内
で
の
議
論
、
合

苫
前
町
内
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
及
び
取
り
組
み
状
況
等
に
つ

い
て
。

一
、
今
後
、
こ
の
案
件
の
告
知
方
法

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

二
、
消
防
署
と
の
役
割
分
担
は
ど
の

よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
と
る
の
か
？

三
、
設
置
確
認
や
進
捗
状
況
確
認
は

町
と
し
て
ど
ん
な
未
来
図
を
描
い
て

い
る
の
か
？

森
　

町

長

答
弁

こ

れ

で

安

心

！

一
般
質
問

一
般
質
問

猫　島　議　員

原

油

高

騰

対

策

は

？田　沢　議　員

市
町
村
合
併
の
必
要
性
は
？西　　　議　員

森
　

町

長

答
弁

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

５
氏
が
登
壇
！

森
　

町

長

答
弁
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新
地
方
公
会
計
制
度
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て

二
〇
〇
六
年
八
月
の
地
方
行
政
指

針
に
よ
り
、
各
地
方
自
治
体
は
今
後

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
、
資
金
収
支
計
算
書
、
純
資
産

変
動
計
算
書
の
財
務
書
類
四
表
の
作

成
公
表
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
新
地
方
公
会
計
制
度
は
、
二

〇
〇
八
年
度
決
算
か
ら
順
次
全
国
の

地
方
自
治
体
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
人
口
三
万
人
未
満
の
都
市

で
は
二
〇
一
〇
年
度
決
算
か
ら
そ
の

四
表
が
作
成
さ
れ
住
民
に
公
表
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
残
す
と
こ

ろ
二
年
を
切
っ
た
状
況
下
で
あ
る
が
、

問
題
は
、
純
資
産
変
動
計
算
書
の
作

成
に
時
間
と
労
力
が
か
か
り
そ
う
に

思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
町
有
財
産
関

係
の
評
価
及
び
減
価
償
却
な
ど
煩
雑

な
作
業
も
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
。

財
政
健
全
化
法
の
計
画
と
も
重
な

り
早
期
の
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う

が
、
そ
の
進
捗
は
如
何
な
も
の
か
伺

い
た
い
。

地
方
行
革
新
指
針
で
は
、
公
会
計

の
整
備
に
つ
い
て
は
各
地
方
公
共
団

体
に
対
し
、
国
の
作
成
基
準
に
準
拠

し
た
発
生
主
義
の
活
用
及
び
複
式
簿

記
の
考
え
方
の
導
入
を
図
り
、
財
務

書
類
の
四
表
の
整
備
を
標
準
形
と
し

た
関
連
団
体
等
も
含
め
、
連
結
ベ
ー

ス
に
よ
る
「
地
方
公
共
団
体
財
務
書

類
」
の
「
基
準
モ
デ
ル
」
ま
た
は

「
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
」
の
ど
ち

ら
か
を
活
用
し
た
公
会
計
整
備
の
推

進
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
や
人
口
三

万
人
以
上
の
都
市
は
三
年
後
ま
で
、

ま
た
町
村
及
び
人
口
三
万
人
未
満
の

都
市
は
、
五
年
後
の
平
成
二
十
三
年

ま
で
に
四
表
の
整
備
ま
た
は
作
成
に

必
要
な
情
報
の
開
示
に
取
り
組
む
よ

う
指
示
さ
れ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
両

モ
デ
ル
の
比
較
に
お
い
て
実
務
量
及

び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
面
で
継
続
的
な
負

荷
を
伴
う
反
面
、
コ
ス
ト
的
に
は
断

然
安
価
と
さ
れ
る
「
総
務
省
方
式
改
訂

モ
デ
ル
」
で
の
取
り
組
み
を
前
提
に
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
ご
質

問
の
と
お
り
町
有
資
産
情
報
や
各
種

行
政
財
産
を
図
り
な
が
ら
、
段
階
的

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

目
下
の
と
こ
ろ
平
成
二
十
二
年
度

決
算
に
基
づ
く
財
務
書
類
の
平
成
二

十
三
年
度
公
表
を
念
頭
に
、
北
海
道

の
指
導
の
下
、
他
町
村
の
動
向
や
民

間
事
業
者
等
か
ら
の
情
報
収
集
を
図

り
な
が
ら
町
民
が
分
か
り
や
す
い
財

務
書
類
の
作
成
を
、
可
能
な
限
り
早

期
公
表
に
つ
い
て
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

方
、
ま
た
、
広
域
連
合
組
合
へ
の
提

案
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

二
、
当
町
に
お
い
て
過
疎
化
の
歯
止

め
が
効
か
ず
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
閉
じ

た
空
き
家
、
空
き
店
舗
が
目
立
つ
が
、

こ
れ
ら
建
物
の
活
用
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
と
、
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
集
会
場
の
設
置
を

要
望
し
て
い
る
。
人
が
動
け
ば
話
題

も
生
ま
れ
、
地
域
作
り
も
期
待
が
で

き
る
。
前
向
き
な
姿
勢
を
期
待
す
る
。

一
、
こ
の
医
療
制
度
は
、
平
成
二
十

年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
対
象
者
の

多
く
は
国
保
へ
加
入
さ
れ
て
い
た
方

が
多
く
、
各
種
検
診
に
お
い
て
も
国

保
か
ら
自
己
負
担
相
当
額
を
助
成
し
、

実
質
無
料
で
検
診
受
診
が
可
能
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
ド
ッ
ク
受
診
者
に

対
し
て
は
、
助
成
を
行
っ
て
い
た
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
国
保
資
格
を
失
い
各
種
助
成
制

度
か
ら
外
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
町
に
お
け
る
保
険
事
業
に
つ
い

て
は
、
健
康
保
持
増
進
を
目
的
に
し

て
お
り
、
従
来
受
診
で
き
た
方
が
制

度
が
異
な
る
故
、
対
象
外
と
な
る
の

は
公
平
で
は
な
い
の
で
、
今
ま
で
と

同
様
に
自
己
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ご
質
問
の
と
お
り
、
町
民
が
健
康

で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
従
来
ど
お
り

受
診
し
て
頂
く
こ
と
で
、
医
療
費
の

抑
制
に
も
な
り
積
極
的
に
取
り
組
む

考
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
検
診
実
施

内
容
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

内
の
全
て
の
市
町
村
が
統
一
し
て
い

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
町
と
し
て

は
、
十
分
な
検
診
実
施
内
容
で
医
療

費
抑
制
が
図
ら
れ
た
と
し
て
も
広
域

連
合
全
体
で
の
効
果
が
図
ら
な
け
れ

ば
、
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。

広
域
連
合
に
対
し
機
会
を
通
じ
て

意
見
を
申
し
述
べ
て
い
き
た
い
。

二
、
苫
前
及
び
古
丹
別
市
街
地
の
空

き
家
、
空
き
店
舗
が
目
立
ち
、
空
洞

化
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
民
間

の
創
意
工
夫
を
得
な
が
ら
賑
わ
い
の

あ
る
町
作
り
が
必
要
で
あ
る
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
こ
れ
ら
施
設

を
活
用
し
、
そ
の
運
営
や
維
持
管
理

の
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
産
業
懇
話

会
、
地
域
町
内
会
、
商
工
会
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

め
て
厳
し
い
中
、
効
率
的
で
簡
素
な

自
治
体
経
営
を
め
ざ
す
改
革
と
し
て
、

将
来
に
渡
り
行
政
経
費
の
負
担
軽
減

や
事
務
の
効
率
化
と
住
民
に
関
わ
り

の
深
い
事
業
の
安
定
化
を
め
ざ
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
全
国
の
町
村
に

は
小
規
模
な
が
ら
自
立
し
て
い
る
町

が
多
数
あ
る
中
、
国
の
都
合
で
現
行

町
村
制
度
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
議

論
で
は
、
特
例
町
村
制
度
導
入
に
反

対
し
、
合
併
新
法
後
の
推
移
の
中
で
、

住
民
と
共
に
議
論
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
現
在
の
町
の
組
織
機
構
で
、

当
面
予
測
さ
れ
る
地
方
分
権
に
伴
う

事
務
・
権
限
委
譲
に
十
分
対
応
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
、
苫
前
町
の
住
民
自
治
の

枠
組
み
を
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と

が
肝
要
と
考
え
る
。

森
　

町

長

答
弁

森
　

町

長

答
弁

住
み
や
す
い
町
づ
く
り
！阿　部　議　員

町
の
財
価
を
知
る
会
計
制
度
！渡　部　議　員
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一
、
従
来
、
町
が
行
っ
て
き
た
後
期

高
齢
者
に
対
し
て
の
検
診
等
の
あ
り
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議会だよりNo,72④

一
、
町
道
昭
和
長
島
線
単
独
災
害
復
旧

事
業
に
つ
い
て

今
年
の
融
雪
に
よ
る
出
水
に
よ
り
、

車
道
面
を
多
量
の
流
水
が
路
肩
及
び
法

面
に
流
下
し
、
路
肩
が
浸
食
を
受
け
車

道
路
盤
及
び
路
面
崩
壊
し
た
。

事
業
費
　
　
　
　
　
二
百
五
万
八
千
円

復
旧
延
長
　
Ｌ
＝
35
ｍ

一
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

プ
ー
ル
送
水
管
の
腐
食
、
亀
裂
等
に

伴
う
補
修
（
老
朽
化
に
よ
る
突
発
的
な

破
損
事
故
）

二
、
地
域
集
会
施
設
の
改
修

・
栄
浜
生
活
館
（
屋
根
の
軒
周
り
補
修
）

・
上
平
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
玄
関
ポ

ー
チ
補
修
、
軒
天
井
張
り
替
え
）

三
、
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
一
部
改
正

選
挙
管
理
委
員
の
補
充
員
の
報
酬
に

関
す
る
規
定
の
追
加
。
選
挙
事
務
に
係

る
職
制
を
規
定
上
に
明
示
す
る
改
正
。

陳
情
第
一
号
「
苫
前
・
古
丹
別
両
地

区
に
お
け
る
医
療
機
関
の
確
保
及
び
介

護
老
人
福
祉
施
設
へ
の
転
換
の
促
進
に

つ
い
て
」

こ
の
付
託
案
件
は
、
三
月
の
定
例
会

に
苫
前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
ほ
か

十
五
団
体
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
。

当
町
は
無
医
地
区
に
な
ら
な
い
よ
う

要
望
が
あ
り
、
ま
た
介
護
老
人
福
祉
施

設
へ
転
換
の
促
進
も
あ
わ
せ
要
望
。

委
員
会
で
審
査
の
結
果
、
採
択
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

一
、
苫
前
町
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

町
の
防
災
計
画
は
昭
和
四
十
年
に
策

定
、
平
成
三
年
に
全
面
修
正
を
実
施
し

て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
修
正
を
行
っ
て

お
ら
ず
、
更
に
北
海
道
地
域
防
災
計
画

と
の
整
合
性
を
欠
い
て
い
る
た
め
全
面

的
な
見
直
し
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
苫
前
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
等
に
関
す
る
税
制
改

正
に
よ
る
条
例
改
正
で
あ
る
。

三
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
事
前
調
査
に
つ
い

て地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
伴
う
難
視
聴
地

区
の
解
消
に
向
け
、
難
視
聴
地
区
及
び

テ
レ
ビ
共
聴
組
合
が
所
有
す
る
施
設
に

対
す
る
事
前
調
査
費
に
つ
い
て
一
部
助

成
す
る
。

四
、
苫
前
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
つ
い
て

五
、
一
般
し
尿
処
理
（
ミ
ッ
ク
ス
事
業
）

に
つ
い
て

羽
幌
町
外
２
町
村
衛
生
施
設
組
合
が

行
う
が
、
組
合
の
議
会
で
決
ま
る
こ
と

と
な
る
。

六
、
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
に
つ
い

て町
民
・
議
会
に
理
解
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
共
通

認
識
で
取
り
組
み
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
任

意
で
あ
り
、
か
つ
町
の
自
主
的
な
も
の

で
あ
る
の
で
理
解
を
い
た
だ
き
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

医

療

対

策

特
別
委
員
会
平成20年
６月２日
開　催

全
員
協
議
会

平成20年
６月３日
開　催

産

業

厚

生

常
任
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
・
計
画
・
復
旧
な
ど

平成20年
６月２日
開　催

総

務

文

教

常
任
委
員
会
平成20年
６月２日
開　催

委

員

会

レ

ポ

ー

ト

今、大きく問題視されている言葉に「限界集
落」がある。
住民の半数が６５歳以上の高齢者集落を指し
ている。我が町も高齢化率３５％を超え、まさ
しく『予備軍集落』とも言える。
古丹別の中央スーパーが撤退して間もないが、
街のお年寄りは不自由を感じての暮らし向きと
なった。経済市場主義は容赦なく様々なものに
格差を残してゆく。我が町も財政健全化の下に
変化が生じたが、元気な話題もある。
今年も留萌管内の代表とも言えるよさこいチ
ームの「苫前鱗萃会」が札幌でその勇姿を見せ
てくれた。継続しての参加は相当の労力と覚悟
がいるはずだろう。先ずはエールを贈りたい。
また来年も頑張って参加し、勇気と希望を地
域へ願いたい。

渡部記

編 集 後 記



広報とままえ　７月号　6頁

副
町
長
の
同
意
に
対
し
て

議
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
竹
内
新
副
町
長

新副町長に 竹 内 勝 氏新教育長に 伊 藤 通 康 氏

平成２０年第２回苫前町議会定例会が６月１９日に開
会され、苫前町副町長の選任に同意を求めることについ
て審議された結果、賛成多数で竹内勝氏（教育長）が新
副町長として同意された。
斉藤栄一副町長が病気療養のため、５月３１日付で退
職し、空席になっていたもので、任期は、６月２５日か
ら４年間となる。
同意後のあいさつでは「森町長を中心に女房役として
本町発展のため、誠心誠意努力したい」と抱負を述べ、
議会の同意についてお礼を述べた。

昭和２６年１０月２５日生まれ、５６歳
職　歴
昭和４５年４月町職員採用、平成７年１１月企画振
興課長補佐、平成８年４月総務課長補佐、平成１１年
４月水産商工課長、平成１４年１０月議会事務局長、
平成１８年１０月教育長、平成２０年６月２５日苫前
町副町長

教
育
委
員
の
同
意
に
対
し
て

議
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
伊
藤
新
教
育
委
員

平成２０年第３回苫前町議会臨時会が６月２６日に開
会され、苫前町教育委員会の委員の任命に同意を求める
ことについて審議された結果、満場一致で伊藤通康氏
（社会教育課長）が、新教育委員として同意され、３０
日に開かれた教育委員会議において教育長として互選さ
れた。
臨時議会の同意後のあいさつで「難しい問題も山積み
であるが、智恵と創意工夫を重ね、教育活動を通じて、
『人が輝き躍動する町とままえ』の実現に向け全力を尽
くします」と述べた。

昭和２６年１月２０日生まれ、５７歳
職　歴
昭和４７年１０月町職員採用、平成８年４月町民課
長補佐、平成１１年４月企画振興課長、平成１６年４
月教育委員会社会教育課長、平成２０年６月３０日苫
前町教育委員会教育長

平
成
二
十
年
度
版
の
政
策
・
予
算

説
明
概
要
書
が
完
成
。
役
場
ロ
ビ
ー

や
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て
お
り
、

自
由
に
持
ち
帰
り
で
き
る
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
る
。

町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
安
心
・
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
が
、「
ど
の
よ
う
な

仕
事
に
ど
れ
く
ら
い
お
金
を
使
っ
て

い
る
の
？
」「
今
年
一
年
の
苫
前
町
の

仕
事
や
政
策
は
？
」
な
ど
の
声
に
お

答
え
す
る
た
め
に
、
主
た
る
政
策
や

事
業
を
ま
と
め
た
冊
子
で
あ
る
。

全
七
十
二
ペ
ー
ジ
で
、
第
一
章
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
で
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
推
進
や

ま
ち
づ
く
り
提
案
箱
の
設
置
、
広
域

行
政
の
充
実
、
財
政
運
営
の
安
定
化

な
ど
、
第
二
章
住
み
よ
い
町
の
快
適

計
画
で
は
、
道
路
整
備
の
促
進
や
除

雪
対
策
事
業
、
下
水
道
等
の
整
備
推

進
な
ど
、
第
三
章
心
ふ
れ
あ
う
町
の

健
康
計
画
で
は
乳
幼
児
健
康
診
査
の

充
実
や
が
ん
健
診
等
の
充
実
、
地
域

医
療
体
制
の
充
実
な
ど
、
第
四
章
心

ゆ
た
か
な
町
の
創
造
計
画
で
は
、
教

育
環
境
の
整
備
充
実
や
各
世
代
教
育

な
ど
、
第
五
章
活
力
あ
る
町
の
躍
動

計
画
で
は
、
農
業
基
盤
の
整
備
、
漁

業
基
盤
の
整
備
、
商
工
業
の
活
性
化

な
ど
を
各
事
業
ご
と
に
予
算
額
を
記

載
し
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い

る
。平

井
企
画
振
興
課
長
は
「
町
民
の

皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
た
い
。
そ
ん
な
観
点
か
ら
本
概

要
書
を
作
成
し
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
る
。

問
い
合
わ
せ
　
役
場
企
画
振
興
課

電
話
　
六
四
―
二
二
一
二

とままえのまちづくりをわかりやすく
まとめた政策・予算概要書

と
ま
ま
え
の
ま
ち
づ
く
り

平
成
二
十
年
度
政
策
・
予
算
説
明
概
要
書
が
完
成
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第17回YOSAKOIソーラン祭り出場2会場で「会場賞」を受賞苫前鱗萃会

６月７日（土）８日（日）苫前鱗萃会（大坂かすみ代表：メンバ
ー30人）が、札幌市で開催された「第17回YOSAKOIソーラン

祭り」に出場し、イオン平岡会場とサッポロガーデンパーク会場の２
会場で、「会場賞」を受賞し、副賞のカップ麺と缶ビール、ワインを
手にメンバー全員が抱き合いながら涙した。会場賞は、各会場におい
て40チーム程度が演舞を披露し、厳正な審査に基づき５チーム程度
しか選ばれないという。今野雄一事務局員は「会場賞を２会場で受賞
できたことは初めてで、とてもうれしい。メンバーも今後に向けて、
大きな励みとなる」と話してくれた。

結成13年目を迎え
る鱗萃会は、こ

の祭りに11回参加しており、内2回は増毛や留萌、遠別と合同チー
ムをつくり出場している。今年は、道内外で330チームが参加した。

今野事務局員は「札幌では、沿道からたくさんの応援を頂き、
本当に力になりました」と話した。特に、鱗萃会ホームペー

ジで知り合った当町出身で現在、広島県に在住している佐武進さ
んから「広島県人会道産子の会の会員約30人で当日応援したい」
との問い合わせがあり、早速、スケジュール表を送付したところ、
本大会当日、大通り南パレードコースの桟敷席（有料）に約30人
が陣取り、大声援を送ってくれた。この大声援に感謝し涙したと
いう。

現在は、7月26日（土）27日（日）に当町で開催される「風車
まつり」で行われる「北・北海道支部大会」に向けて厳しい

練習を積み重ねている。地元開催だけに2年前に手にした「最優秀
賞」をもう一度この手にしたいと熱く語った。
なお、当日は招待チームとして、昨年「大賞」今年「準大賞」

となった「新琴似天舞龍神」や昨年「準大賞」の「VOGUE038」、
赤ふんどしで有名な「北海道大学“縁”」などのチームも参加する
予定である。

何事もチームをまとめて、長年継続して活動することは、目に
見えない苦労がたくさんある。頑張れ苫前鱗萃会。

六
月
二
十
三
日
（
月
）
午
後
三
時

よ
り
町
振
興
公
社
（
森
利
男
代
表
取

締
役
社
長
）
の
定
時
株
主
総
会
が
と

ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
二
階
の
風
Ｗ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
株
主
五
十
九
人
中
、
委

任
状
を
含
め
四
十
六
人
（
千
八
百
八

十
株
）
が
出
席
。

あ
い
さ
つ
で
、
森
社
長
は
「
道
の

駅
効
果
や
レ
ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の

え
び
タ
コ
ス
ー
プ
餃
子
定
食
、
え
び

タ
コ
餃
子
カ
レ
ー
が
評
判
で
あ
る
。

原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況

で
あ
る
が
、
施
設
利
用
者
増
加
を
目

指
し
、
役
員
、
社
員
一
丸
と
な
り
努

力
し
て
前
へ
進
み
た
い
」
と
述
べ
た
。

決
議
事
項
で
は
、
営
業
報
告
や
任

期
満
了
に
伴
う
取
締
役
の
選
任
、
監

査
役
の
選
任
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
ほ

か
、
平
成
二
十
年
度
（
第
十
期
）
事

業
計
画
が
協
議
さ
れ
た
。

平
成
十
九
年
度
の
全
社
概
況
と
し

九
、
六
〇
八
千
円
増
の
一
九
四
、
五

三
七
千
円
と
な
っ
た
。
営
業
費
用

（
販
売
費
・
一
般
管
理
費
）
で
は
、
人

件
費
や
保
守
料
、
常
備
衛
生
費
に
お

い
て
、
六
、
二
〇
〇
千
円
減
の
努
力

を
み
た
が
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
起

因
し
た
燃
料
費
等
の
増
額
等
が
影
響

し
、
全
体
と
し
て
は
、
一
、
二
一
二

千
円
減
の
一
七
三
、
一
二
六
千
円
と

な
っ
た
。

平
成
二
十
年
度
の
全
体
事
業
計
画

と
し
て
は
、「
指
定
管
理
者
三
年
目
」

に
あ
た
り
、
第
一
を
売
上
増
収
に
置

き
、
更
な
る
経
費
削
減
を
実
施
し

「
指
定
管
理
料
」
内
で
の
採
算
経
営
を

す
べ
く
、
全
社
と
し
て
取
り
組
み
、

新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
積
極
的
に
行
い
、
売
上
増
収
を

目
指
す
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と

と
し
た
。

ま
た
、
渡
部
一
男
監
査
役
が
退
任

し
、
山
本
啓
一
取
締
役
が
新
監
査
役

と
な
っ
た
。

＊
新
役
員
（
敬
称
略
）

森
利
男
・
星
野
恭
司
・
岡
田
裕

幹
・
竹
内
勝
・
林
秀
行
・
菊
地

暢
・
小
野
善
市
・
鴨
田
征
克
・
阿

部
俊
一

＊
監
査
役
（
敬
称
略
）

千
葉
國
雄
・
山
本
啓
一

株
式
会
社
苫
前
町
振
興
公
社
第
九
期
定
時
株
主
総
会
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萌える天北オロロンルート

5月30日（金）午後３時より、とままえ温泉ふわっと
で「萌える天北オロロンルート運営代表者会議」（西大
志代表）の平成20年度総会が行われた。西大志代表は
「２年間の活動が認められ実を結んだ。食の安全・安心
や景観は、北海道の元気の源。今後も意見交換をとおし
てルートを盛り上げて行きたい」とあいさつ。
来賓の吉本靖俊留萌開発建設部長が「管内は食材の宝
庫。各市町村が連携し、より一層の発展を期待している」
とあいさつ。
「萌える天北オロロンルート」は、留萌管内９市町村
がエリアで、シーニックバイウェイ北海道推進協議会か
ら道内７番目の指定ルートの認定を受けている。
平成20年度の主な事業は、競争率が７倍の約900人が
応募した「ひらめ底建網オーナーin遠別」や将来的に植
物油をエネルギーに変換する事業として「菜種油・ヒマ
ワリクリーンエネルギープロジェクト」などの計画案が
承認された。また、役員改選では、西代表が再選された。

第15回苫前建設協会安全大会

6月6日（金）町公民館で、苫前建設協会（渡部一男会
長）平成20年度第15回安全大会が開かれ、関係者約100
人が参加した。
最初に参加者全員による災害犠牲者への黙祷を行っ
た。渡部会長は「いつ何が起こるのかわからない。もし
もの場合に備え、常日頃から安全対策を心がけることが
重要である」とあいさつ。次いで、森町長、新田稔留萌
労働基準監督署長が来賓あいさつを行った。
羽幌警察署相澤博昭地域交通課長が「交通事故抑止安
全対策」と題して、これまでの交通事故等の例をあげ、
出勤時間帯、退社時間帯は、特に危険な時間帯であるこ
とやシートベルトは必ず着用することなどを促した。
この後、橋場産業（株）の西村剛さんが「安全管理体
制を充実し、労働災害の撲滅を図ります」と安全宣言を
行った。

旗の波作戦

5月30日（金）役場前の国道232号で「旗の波作戦」
の交通安全運動を通行車両の運転手に呼びかけた。
これは、スピードの出し過ぎや無謀運転などによる交
通事故の増加を防ぎ、安全運転を徹底することがねらい。
当日は、町交通安全指導員や苫前婦人会、シルバー指
導員、役場職員など約40人が、黄色い安全旗を手に持っ
て、安全運転を呼びかけた。

植樹祭

5月30日（金）古丹別小学校北側にある「水辺の楽校」
で、平成20年度の植樹祭が行われた。
町、留萌南部森林管理署、留萌中部森林組合、苫前林
産振興会が主催で、議会議員や森林愛護組合員、町内会、
古丹別保育所の園児など約70人が参加した。
晴天のなか、参加者は、樹木に感謝しながら、さわや
かな汗を流して、ミズナラを一生懸命に植えていた。
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一次産業を学ぶ
町特産品のメロンづくり

6月12日（木）学社融合事業の一環として、古丹別小学校（玉野昭
二校長）4年生14人が、理科の教科として町特産品であるメロンにつ
いて学習を深めた。
開催場所は、講師として協力頂いている谷田孝さんの農園（字小川）。

最初に谷田さんからメロン栽培の基礎的な知識を学び、その後、種植
え体験を行った。児童は、真剣な眼差しで、一粒一粒丁寧にピンセッ
トを使って上手に種を植えていた。定植した種は２日間ほどで芽を出
し、食べ頃になるには約80日間必要とのこと。
次に、広大なハウスの中に入り、谷田さんの指導のもと一列に並ん

で苗床の土を掘り、メロン苗の植え付け作業を体験した。
また、質問コーナーでは「メロンの中には、いくつ種が入っている

の」『400個ぐらい』や「メロンは育ち方で味が変わるの」『愛情を持
って育てると、大きくおいしく育つ』など子どもらしい素直な質問に
講師の谷田さんも丁寧に説明していた。
次回は、自分たちが植えたメロンの成長を観察する授業が予定され

ている。

西
古
丹
別
頭
首
工
に

完
成
し
た
「
魚
道
」

花
植
作
業
を
行
う参

加
者

六
月
十
五
日
（
日
）
苫
前
土
地
改

良
区
（
丹
羽
雅
幸
理
事
長
）
が
、
改

良
区
施
設
の
景
観
保
全
に
伴
う
環
境

美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
三
毛
別

川
西
古
丹
別
頭
首
工
右
岸
側
（
天
竜

橋
の
下
）
で
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植

え
た
。

こ
の
日
は
、
水
泳
少
年
団
や
町
内

会
な
ど
、
約
四
十
人
が
集
ま
り
、
早

川
尚
土
地
改
良
区
係
長
の
「
魚
道
」

の
話
に
耳
を
傾
け
た
あ
と
、
プ
ラ
ン

タ
ー
の
花
植
え
作
業
に
汗
を
流
し
、

環
境
美
化
運
動
を
展
開
し
た
。

ま
た
、「
魚
道
」
は
、
九
重
頭
首
工

に
も
あ
り
、
今
年
、
新
た
に
南
出
橋

上
流
（
古
丹
別
中
学
校
南
側
）
の
苫

前
頭
首
工
に
も
「
魚
道
」
が
設
置
さ

れ
る
と
言
う
。

「
魚
道
」
の
見
学
や
説
明
の
問
い

合
わ
せ
は
、「
水
土
里

み

ど

り

ネ
ッ
ト
と
ま
ま

え
」（
苫
前
土
地
改
良
区
）
ま
で

電
話
　
六
五
―
三
一
二
五

苫
前
土
地
改
良
区

景
観
保
全
・
環
境
美
化
運
動

六
月
二
十
三
日
（
月
）
夏
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
観

光
協
会
や
高
齢
者
事
業
団
、
町
職
員

な
ど
三
十
人
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

デ
ッ
キ
や
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
棟
な
ど
の
清
掃

と
ペ
ン
キ
塗
り
に
汗
を
流
し
た
。

こ
の
日
は
、
気
温
二
十
七
度
を
超

す
「
夏
日
」
と
な
り
、
ペ
ン
キ
を
塗

る
板
も
手
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い

ほ
ど
熱
く
な
っ
て
い
た
。

集
ま
っ
た
職
員
ら
は
「
暑
い
。
暑

い
」
を
連
呼
し
な
が
ら
も
、
大
粒
の

汗
を
流
し
て
、
必
死
に
ペ
ン
キ
を
塗

っ
て
い
た
。

担
当
者
は
「
例
年
の
作
業
と
は
い

え
、「
夏
日
」
に
な
る
ま
で
暑
く
な
る

と
は
予
想
も
つ
か
な
か
っ
た
」
と
話

す
。大

粒
の
汗
の
数
だ
け
お
客
さ
ん
が

来
場
す
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ

る
。

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
デ
ッ
キ
な
ど

ペ
ン
キ
塗
り
に
汗
を
流
す

「夏日」のなか
ペンキ塗りに汗を流した町職員ら

夏本番

風力発電の売電状況
（ 町営風来望３基分 ）

20年度の実績 7,767,528円
（H20.3～H20.5）

平成20年5月分の実績
・供給電力量　207,820kWh 

2,607,621円
（昨年実績 3,441,779円）

７月 町税の納期

今月は、
固 定 資 産 税
国民健康保険税
介 護 保 険 料

の納入月です。
納期内納入にご協力願います。

苫前町の交通事故情報
平成20年５月末現在

交通事故死ゼロ日数は

5月31日現在で320日

発生件数

５件

死者数

０人

負傷者数

５人


